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機器の用途
本製品は低濃度のオゾンを発生させ脱臭と除菌を行う機器です。

電源スタートでオゾン濃度を制御しながら連続運転を行います。

ON/OFFボタンにて電源OFF前の前回設定した動作条件で動作をスタートします。

他のボタンで動作条件が変更可能です。

はじめに

メモ

オゾンとは.... .
オゾンは、自然界の濃度は0.1～0.03ppmと少量ではありますが
常に我々のそばにあり、特異な物質ではありません。
オゾンは、大気中の雷放電や紫外線による光化学反応で自然発生、生成され、
大部分は、上空20～50kmの成層圏中にオゾン層として存在します。
オゾンは3個の酸素原子からなる気体分子（O₃）でありますが
容易に第3原子を分離して発生期の酸素（O）を出します。
この発生期の酸素によりオゾンは強い酸化力を示します。
この強い酸化力をこの機器は最良のオゾン濃度で生成させ、利用しています。





ご
注
意



ON/OFFスイッチ

オゾン濃度設定スイッチ

オゾン濃度設定表示 オゾン濃度レベル表示
電源灯

●正面～右側

●前側 ●後側

運転灯

CT値表示

クリアスイッチ

オゾン濃度センサー

ACアダプタジャック

ACアダプタ

壁取付板

吸気フィルター 送風ファン

発生体

清掃ブラシ

オゾン発生レベル
設定スイッチ

近接センサー

吹出口



オゾン
発生レベル

型式

定格電圧・周波数

定格入力・消費電力

オゾン発生方法
オゾンガス発生量

オゾン濃度設定
CT値表示
風量
対応畳数
近接センサー仕様
オゾン濃度監視モニター

Log保存

使用温度・湿度・気圧範囲
保存温度・湿度
耐用期間
質量

外形寸法 （W×D×H）

付属品

その他

レベル1
レベル2
レベル3
レベル4
レベル5

BT-2.0MD
AC100V 50Hz/60Hz
（専用ACアダプタ使用（Nodel No: UMVUU3024-120020SA））

DC12V 0.5A / 消費電力6.1W
（専用ACアダプタ使用）

パネル折りたたみ時：195×146×218（mm）
パネル直立時：195×146×269（mm）

・専用ACアダプタ（Nodel No: UMVUU3024-120020SA）
・壁取付板 ・木ネジ×2
・取扱説明書 ・保証書
・MicroSDカード8GB （本体装着済み）
・清掃用ブラシ （本体装着済み）

電気安全性：JIS T 0601-1 適合
電磁両立性：JIS T 0601-1-2 ClassA 準拠
電撃クラス：クラスII
作動モード：連続動作
水、粒子の有害な侵入に対する保護機能：なし

誘電体バリア放電方式
最大50mg/h

0.05ppm、0.09ppm
電源ONからCT値60、330到達時にレベル灯点灯
最大50㎡/h
4～50畳
有効距離30～60cm （前面より反射のない事）
OGS-01

5～35℃　80%RH以下（結露のない事）　80～106kPa

保存内容：時間情報（年月日時分秒）
 CT値
保管期間：30分間隔
メディア：MicroSDカード
対応OS：Windows

-10～50℃　湿度：20～90%RH以下（結露のない事）
7年間
約1,200g

10mg/h　4秒発生、16秒停止の繰り返し
20mg/h　8秒発生、12秒停止の繰り返し
30mg/h　6秒発生、4秒停止の繰り返し
40mg/h　8秒発生、2秒停止の繰り返し
50mg/h　連続運転

仕
様



照明などの反射により操作パネルの表示が見にくい場合は、操作パネルを

見やすい角度に変更してください。

電源コンセントからの切離しを行うために、ACアダプターは使用者が

容易に取り外し可能なところに配置してください。

吸気フィルター部はふさがないで下さい。

オゾンガスが正常に放出されなくなります。

オゾン濃度センサー部をふさがないでください。オゾン濃度誤検出となり、

オゾンガス発生量が増加する場合があります。

付属のACアダプター以外は使用しないでください。



●電源をコンセントへ差し込む

電源コンセントを差し込むと電源灯（グリーン色）が点滅する。

点滅は3分間継続し点灯に切り替わる。

●運転開始

ON/OFFスイッチを押して下さい。運転灯と濃度設定表示とレベル表示

が点灯します。電源灯が点滅中もON/OFFスイッチは有効です。

同時に送風ファンが動作、オゾン生成（発生体の放電）を開始します。

尚、電源灯が点滅から点灯に切り替わってからオゾン生成を行います。

●運転停止

ON/OFFスイッチを押して下さい。運転灯・濃度設定表示・レベル表示が消灯し

オゾン生成（発生体の放電）を停止し、10秒後に送風ファンが停止します。

電源プラグを抜く際は運転停止状態にしてから抜いて下さい。

点滅

濃度設定表示

使
い
方



濃度設定表示



●オゾン濃度センサー設定値選択

本機には、オゾン濃度センサーが内蔵されており、オゾン濃度が

設定値上限に達するとオゾン生成を停止します。

設定濃度より一定値下回ると再びオゾン生成を再開します。

※ファンは回ったままオゾン生成のみ停止します。

オゾン濃度センサーによる発生停止濃度をオゾン濃度設定スイッチより

0.09ppmと0.05ppmの設定選択が可能です、ご希望に合わせ設定して下さい。

どちらが選択されているかは濃度設定表示にて確認ができます。

※工場出荷状態では0.09ppmとなっています。

オゾン濃度設定

0.05ppm

0.09ppm

オゾン濃度設定上限

0.047ppm

0.090ppm

オゾン発生再開濃度

0.040ppm

0.070ppm

●レベル（オゾン発生量）について

　お部屋の広さや環境など、必要に応じてレベルと運転時間を変更する事ができます。

●レベル切替

　レベルスイッチを押す毎にレベル設定表示が１→２→３→４→５と切替わります。

●レベル設定とオゾン発生停止時間について

オゾン発生時間

４秒

8秒

オゾン発生停止時間

16秒

12秒

オゾン発生量

10mg/h

20mg/h

6秒

8秒

連続

1

2

3

4

5

4秒

2秒

30mg/h

40mg/h

50mg/h

レベル表示

１→２→３→４→５

使
い
方



●運転状態の表示

本機の運転状態を運転灯で表示します。

・通常運転：オゾン発生中【点灯】

・オゾン濃度センサ―連動：オゾン発生停止中【点滅】

近接センサー連動：オゾン発生停止中

・通電時間が1000時間を経過

  クリーニング・お手入れの時期です。

  ２０ページをご確認の上で本機のお手入れを

  行って下さい。

  クリアスイッチを押すことで黄色点灯ランプ

　は消灯します。

・SDカードが未装着

  本機専用のSDカードを装着して下さい。　

・前扉が開いている

・ファン及びオゾン濃度センサーの異常状態

１４ページをご確認下さい。

赤色点灯

青色点灯

点滅

緑色点灯

黄色点灯

運転灯



●オゾン濃度

運転開始よりオゾン濃度センサ―に基づき求めたCT値が60以上となった

場合にCT60が点灯。さらに330となった場合にCT330が点灯致します。

運転中にON/OFFスイッチを押して運転を停止すると、

CT値がリセットされます。

再度ON/OFFスイッチを押して運転を開始すると、

0からCT値が積算されます。

CT値が330を超えても引き続きCT値の計測は継続して行います。

以後、ON/OFFスイッチで運転を停止しCT値がリセットされるまでは

CT60とCT330を繰り返し表示します。

CT値：オゾン濃度（ppm）と曝露時間（min）の積

CT表示灯

使
い
方



●困った時（エラー表示について）

レベル設定表示は以下の様な表示がされ運転灯が赤色点灯する場合が

あります。以下確認をお願い致します。

レベル
設定表示

原因

オゾン濃度センサー

が異常の可能性が

あります

ファンが

異常の可能性が

あります

前扉が開いています

MicroSDカードの

異常の可能性が

あります

確認内容

E

F

H

数字の点滅

【E】・【F】・【H】・数字の点滅

運転停止状態にし、専用工具を用いてオ

ゾン濃度センサーへのコネクタが挿入

されているか確認して下さい。

再度動作を開始して下さい。それでも正

常に戻らない場合は、本機をご購入の販

売店にご相談下さい。

運転停止状態にし、目視にてファンが異

物により回転できない状態になってい

ないかを確認して下さい。

再度動作を開始して下さい。

それでも正常に戻らない場合は、本機を

ご購入の販売店にご相談下さい。

前扉を閉めて下さい。

それでも正常に戻らない場合は、本機を

ご購入の販売店にご相談下さい。

運転灯が黄色点滅、電源灯が点滅してい

る時はMicroSDカード異常の可能性

があります。次の確認をお願いします。

①MicroSDカードが挿入されている

②本機用のMicroSDカードが挿入さ

　れているか、本機以外で使用していた

　MicroSDカードが入っていないか

③正常に戻らない場合は、本機をご購入 

　の販売店にご相談下さい。

運転灯



ログ機能について
本機にはMicroSDカードが内蔵されており、運転開始より30分間隔で

時刻とCT値の記録を行います。

（注,オゾン濃度の記録は行っておりません。）

○ログデータの確認方法

　・専用工具で操作パネル裏側のMicroSDカバーを取り外してください。

　・カードを軽く押し込むとコネクタのロックが外れ、取り出すことができます。

　・データの保存はCSV方式で保存されます。

　  お手持ちのパーソナルコンピューター（Windows）でデータの確認をしてください。

　・データの確認後は必ずMicroSDカードを本機に装着してください。

　  カードを装着していない場合、機器の運転は可能ですが

　  運転灯が黄色に点灯します。

　［データ取得例］

MicroSDカードの取り出しおよび装着の際は、本機を停止させ

アダプタ電源プラグを抜いてから行ってください。

日時

2021/8/7 15：46

2021/8/7 16：07

2021/8/7 16：37

2021/8/7 17：07

2021/8/7 17：37

2021/8/7 18：07

2021/8/7 18：37

2021/8/7 19：07

2021/8/7 19：37

2021/8/7 20：07

2021/8/7 20：37

2021/8/7 21：07

2021/8/7 21：37

0.000

0.000

0.960

4.441

6.750

9.065

11.370

13.687

15.999

18.300

20.611

22.920

25.233

CT

使
い
方



強い力をかけると発生体が破損する場合があります。
清掃の際は強い力をかけないようにご注意ください。

清掃で発生する浮遊物、ごみなどは
直接肌で触れないように注意してください。

清掃で発生する浮遊物、ごみなどは
吸引しないように注意してください。

吹出口
付属品ブラシ

付属品ブラシ

放電電極

2.取り出した発生体の表面を付属品のブラシで軽く擦り、汚れを取り除いてください。
　汚れがひどい場合は、次ページの方法で流水下で発生体を洗浄してください。



１．背面にある吸気フィルタに付着したほこり等を掃除機で吸い取ってください。
２．1でほこりが取れない場合は、専用工具（マイナスドライバ）にて吸気フィル
　　ターを本体より取り外し、流水下で洗い流してください。水分をよくふき取り、
　　乾燥させた状態で本体に取り付けてください。

お
手
入
れ





オゾン濃度センサ―の右側に窪みが
あります。
専用工具を入れて外側に引き外して
下さい。

基板背面の端子が長い場合があります。
怪我をしないように注意してください。

お
手
入
れ



１８

黄

「お手入れ」

黄点灯

16 ページ

17 ページ

18 ページ



廃棄の仕方
●本機はリチウム電池を内蔵していますが、本機を分解したり内蔵電池の交換や

　取り出しはしないでください。

●本機及び付属品、ならびに包装材の廃棄に関しては、地域の自治体の基準に

　従ってください。

お
手
入
れ



発



２０ページ

２０ページ

２０ページ

操作パネルボタンが反応しない。

電源プラグをコンセントから抜き、そのあともう一度電源プラグを

コンセントにさしてください。

ログデータの時間表示がおかしい。

販売店または、総販売元のお問い合わせ先にご相談ください。

Q
＆
A



総発売元


